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1．二言藷肩時習得
　言謡習得として，母語の習得を「第一言語習得」，母
嘉以外の簗二の言語の習得を「第二言語習得」と区別
するcその砲に，言語環境によっては「二言語同時習
翻というものがありうる。たとえば，両親が別々の
母嘉をもっておウ．而親渉子どもに対してそれぞれの
言嘉で嘉しかけるようなことを行った場合，子どもは
二つの言籍を洞職ご習得するeまた，両親の言語は同
茗であっても．地域裡会の言語がそれと異なるような
場1会，二言藷の洞時習得渉起こることがある。
　最透の麺擦靴時我を藻映して，このような言語環境
線舞本入遮とゲでも身近江なってきた。国賑結婚の家
雍淋羨者の鍵であう．在舞の外蟹人の家庭が後者の例
である。また，R本入ぶ海タ峯に墨て生澹した場合＄後
考の言嘉環ijl・こ姦ることぶある。しかしながら，この
ような言謡環境であ轟ば鴬に二言語縄時…習得が行われ
るのだろうか。そLてどのような過程を経るのであろ
うか。
　本稿でIS，二言藷属時習得1｝どのような過程を経る
のかを呉葬釣な資轡を亀とに明らかにし，二言語同時
i習舞の要選につ｝sて考察したいe
2．霧i査資嚢
　筆表の手元垂こ絃，三歳多ヶ月雫渡牽し，2年闘アメ
妻秀で遥こもたi§本九女児揚子｛し；うこ：筆考の長
≦女rξある）勇葺舞糞拳勃；ある。1滋密にいえば，尚子垂孟．
まず舞本毒｝を習霧しi媛笏，少し遽轟て英謡を習霧し窪
二と翼彦るρむ壺も，実葬言歳ま雪を羅安とむて，そ
轟嚢看華こ二霧暴を孝：鐸魏あ海とき垂孟ギ癒跨習舞」．そ轟
甥肇鐘雛i鐡翼霧」≧考えるの窒．この露籍糞舞拡二
糞暴舞麩…翼舞の奪録≧考之るこ≧藻できる9
　ζ≦夢難蜀婁，多拷垂；錘轟て筆糞錘長女のζと媛を
婁婁饗塗潅霧諺贅舞と，会毒を定甥釣鑑録費拶業字建
した資料とがある。録音資料は，2歳2ヶ月から帰国
後の3歳6ヶ月までのものである。おおむね月に2度
1時間ずつ会話を録音した。時に父親や近所のこども
が会話に加わることがあったが，主に筆者と尚子の会
話である。
　両親がともに日本人であるので，家庭での会話は日
本語で行われるのがふつうであった。筆者も尚子に対
しては日本語を話していた。ただし，渡米してすぐの
頃から保育園に行くまで，最低限必要な英単語や文を
覚えさせようと，意識的に英語をまじえたことがある。
しかし，S児が保育園に行きはじめてからは，日本語
を使うようにつとめた。それでも，近所の人やこども
が来ているような時は，英語がまじることがあった。
　尚子嬬1歳10ヶ月の時保育園に入園し，言語環境が
一変した。それまではほとんどずっと母親と家庭にい
て，英語に触れるのは，近所のアメリカ人家簾と接す
るときや，テレビをみるとき，また母親が英語の絵本
を読むときだけであった。入園後は，週5日終H保育
園で過ごすようになうた。保育園にβ本人の幼児は尚
子だけで，7ックの日本人女性を腺いて先生達もβ本
語を語せなかうた。そこで，入園と同時に保育圏の先
生や子ど亀たちからの大量の英語のイソブ墾トカ言麺
まうたp尚子のこのような保育園生活娃帰魍直前の3
歳4ヶ月までつづいた。
3。言諾発達の概薯
一まず，H記資料と文宰化壷繕をもとに，尚子の雷語
舞達の概要を述べ痙いΩ
1　’；葺（；三塵§ケ凡17ケ月）
　藪蟻跨撮婁，灘』華娃ま鐸慰籍文期誓毒ウた．控だし，
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＿受重一一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第29集　1992
英語はまだ全く理解できなかった。アメリカ人の話す
英語を聞いて「レロレロレロ」とまねしたのもこのこ
ろである。
1；9（21ヶ月）
　尚子がこのころに使っていた単語のリストを表1に
示す。日本語は，名詞・動詞・形容詞の他に，代名詞
のアレ・コレ・アッチ・ナニ，助詞のヨ・ネ・ハを用
いる。動詞の項には，ダヅコなど動作をあらわすと思
われる語をいれた。形容詞の項には，様態・状態をあ
らわすと思われる語をいれた。英語はほとんど名詞で，
動詞はjumpぐらい，他にbye－bye，　no，0．　K．などを
用いた。使われている英語の半分は，外来語として日
本語の会話でも普通に使われるもので，発音も日本語
式である。これらは英語というより，日本語と考えた
方がよいかもしれない。表でくのついたものがそうで
ある。
1　10（22ヶ月）
尚子が保育園に入園した。
1；11（23ヶ月）
　保育園入園後1ヶ月ほどして，英語を急に話しはじ
めた。（「急に」というのは，そのころ筆者のもった印
象である。）．
　具体的には，英語の動詞命令形を使いはじめた。例
see，　sit　down，　be　quiet，　give　me，　tell　me．　seeの他
は二語文の形をとっているが，1語と認識されていた
かどうか疑わしい。ただし，more　meがあり，「もっ
と私にちょうだい」の意味で使われていた。
　moreはproductiveで，他の単語とともに使われた
ので，meについては分析されていた可能性を否定で
きない。他に，up，　downも使われた。それぞれ，「立
て」「座れ」の意味である。本来stand　up，　sit　do㎜
というぺきところ，その一部の語で代用したようであ
る。日本語の命令にあたるものとしては，一テ形が使わ
れていたが，アケケ（＝開けて），ワケケ（＝かけて）
などで，正確に発音ができない。
表1　使用語彙（21ヶ月時）
日本語 英語
名詞
動詞
アンヨ｛足）　　テ《手）
ボーシ（媚子》　チューチュー（靴》
タンタンく籟下）ハッパ（葉）
ブーブー（車）
ムシムシ（虫》
アッポッポ（汽車》
ボチャ《風呂》
オカーチャイ（母）
　　　他　動物名
ジージー（絵）
ニューニュー｛牛乳）
　　チー（おしっこ》
オトーチャイく父》
　　ワンワン（犬｝
アッタ　　　　オチタく落ちた）
ダッコ《だっこして》
ネンネ（寝る｝
ナイナイ｛しまう》
タッチ｛立つ》
オイシー（楕子にすわる）
テタイ（したい）
イナイ（居ない》
形容詞　アッチ｛熱い》　バッチ（汚い》
　　　　オイシー《美味しい）　タイ《痛い）
　　　　オッキー（大きい》　チーサイ｛小さい》
　　　　ナイ｛ない）
　　　　コワイ｛こわれ，た）チガイ（違う》
その他 コエ《これ）
ナニ（何）
ヨ（終助詞》
ワ《助詞》
アエ（あれ）
アッチ《あちち》
ネ《終助詞）
aPP！e　〈juice　〈han
〈to貫ato　　〈cheese
くyogurt　　bike　　ca「
くbed　　くpu2zle　　baby
puppy　bear　”o●属y
　他　動物名
くjunp
くbyebye　　no
〈0．X．
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　また，英語，日本語とも二語文が使われるようになっ
た。例More　me．　Banana　give　me．単語は英語で
あるが，語順は日本語的である。
り，thisが使われるようになる。’
help　you，　do　itのような動詞＋代名詞の構造が現れ
るが，youやitはまだ単独では使われない。
2；1（25ヶ月）
　英語の1人称代名詞の主格が現れる。例　Iwant。I
can．1は単独で使われないが，　myはmyノとかmy
ヨ　とか，日本語の助詞をつけて使われる。myは分析
されているが，1はまだである。
　形容詞cold［ko：1］が使われる。また，　big　gir1（大
きい女の子＝おねえさん）ということぽを覚えて，盛
んに使う。
　否定形として，nothing，　no　moreがあらわれる。
Yesも使われる。
2；2（26ヶ月，これ以後録音資料あり。）
　myが多用される。例my　book，　myシ＝ソ（＝す
る），come　my（come　with　me）．文法的な所有格の用
法だけでなく，主格や目的格の用法まで侵している。
overgeneration（過度の一般化）の一例である。当時
主格の1は使われていたが，常に他の語といっしょに
使われているので，まだ1人称の主格形として分析さ
れていないと考えることができる。当時1人称の意味
で用いられていたのは，むしろmyであった。．
　this　one，　big　one，　red　oneなどoneが使われる。
　否定の命令文が現れる。例　No　touch．日本語の対
応する形，一ナイデはまだ出現していない。don’tが使
われるのは，Don’t　mindのみなので，この時期の否定
の命令文はrno＋動詞の原形」であると考えることが
できる。
　英語動詞語尾のついたはじめての形として，－ing形
が現れる。例eating，　going，　doing．日本語のテイ
ル形はヌレテル（＝濡れている）しか使われていない。
　Iwant，　I　wannaがともに後ろに名詞をとる形で使
われる。
　日本語と英語をミックスした表現が目だち始める。
例ホソ（本）there．ナカアサンsit．オトウサン
open．　Coldミズ．
　文中，語尾でのデの使用が目だつ。日本語とも英語
とも結びつく。例　ショーコデ（＝尚子がした）．I
want　toデbananaデ．　Sit　downデ．デがいわば語
をくぎるような役割をしている。
2；5（29ヶ月）
　否定の平叙文がはじめて現れる。例　No　talk．（I
don’t　talk．）
2；6（30ヶ月）
　動詞の過去形不規則形がはじめてあらわれる。例　I
did　it．
2；7（31ケ月）
　疑問詞whereが使われる。whatはまだ使われず，日
本語のナニが使われている。
2；8（32ヶ月）
疑問詞what，　who，　whichが使われる。　whatはナ
ニと交替した。
　助動詞＋動詞や動詞＋動詞句の組み合わせが出現す
る。例lcan’t　open　it．　I　want　do　it．
2；9（33ヶ月）
否定のnotが使われる。例　1’m　not　king．（＝私は
トラソブのキングはいらない。）
　かなり長い文を使うようになる。例1　want　make
Aaron　house．
2；10（34ヶ月）
　このころから英語の割合が80％以上になる。また，
文の長さも長くなる。
　助動詞を使った疑問文が現れる。例　Can　you．．．～
Wil1　you．．．？
2；11（35ヶ月）
　不規則な過去形の使用頻度と種類が急増する。一方
で，過去形が使われるべきところで原形があらわれた
り，making，　brokingのよ』､な間違っお語形があらわ
れたりする。
3；1　（37ケ月）
have　gotの意味でのgotの使用が始まる。
2；4　（28ケ月）
それまで優勢であったコレ［koe］が使われなくな
3；2（38ケ月）
Igo　get　it　Jessica　［’s］　coloring．
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など長い複雑な文を使うようになっているが，所有格
の’sはいまだ現れていない。上の例や，
Where　are　they　more　crayon～
では，get　itやwhere　are　theyをイディナム的に使っ
ている。
3；5　（41ケ月）
帰国。ほぼ1ヶ月のうちに日本語がほとんどとなる。
4．優位言語の転換
　以上の概説からわかるように，尚子の言語はこの2
年間に大きく変化している。日本語から，英語の優位
へ，そしてまた日本語へ。特に日本語から英語への転
換を中心に，その変化を詳しく見ていくことにしよう。
　4．1発話の長さと使用言語の推移
　録音資料をもとに，発話の長さの平均値（MLU＝
mean　length　of　utterance）を計算し，その推移をグ
ラフにあらわしたのが，図1である。計算の方法は，
R．Brown（1973）：）に示されているガイドライソにも
どついている。
　26ヶ月から38ヶ月まで，毎月一つの文字化資料のう
ち100発話についてMLUを計算した。筆者以外の人間
が会話に参加したところや聞き取りの不完全なところ
は除いた。英語のMLUの数え方の基準を紹介すれば，
次のようである。
　1）複合語は1語と数える。例birthday
　2）動詞の不規則過去形は1語と数える。
　3）助動詞や屈折語尾は1語と数える。例is，
　　Will，have，所有格や複数，3人称単数の｛s｝，規
　　則的な過去形｛d｝など。
　4）gonnaやwannaも1語と数える。
　これらはいずれもこどもにとって1語かどうかとい
う観点から決められている。日本語のMLUの数え方
についても，同様に考えていくこととし，次のように
決めた。
　1）動詞の終止形（一ル形），完了形（一タ形），依
　　頼形（一テ形）は1語と数える。例．イク　イッ
　　タ　イッテ。
　2）動詞の一テイル形，否定形（一ナイ）は2語と
　　数える。
　一テ形や一タ形は終止形とならんで日本語において
もっとも早くに現れる動詞の活用形であることが大久
保（1967）2）により示されている。尚子の場合も，アル・
アッタを1歳半のころすでに使っていた。アッタは「見
つけた！」というような時に使っており，アルとの関
係は意識されていないと思われる。
　図1によると，1年間にMLUは1．23から3．08まで
変化している。R．　Brownの定義にしたがうなら，第
1期から第4期までということになる。英語の発達で
いえば，第1期は語順により示される文法関係，第2
期は文法的形態素，第3期は助動詞の使用，第4期は
文の埋め込み，第5期は重文や前置詞の使用などで説
明される。
　発話が長くなるにつれて，英語が優位になってきた。
図2は，MLUの計算に使った同じデータを用い，日本
文，英文，混合文，その他の4つに分け，その割合の
推移をグラフに表したものである。固有名詞は中立的
なものと考えた。たとえば，“尚子イッタ”は日本文，
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図1　発話の長さの平均値（MLU）の推移（26－38ヶ月）
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図2　発話における使用言語の推移（26－38ヶ月）
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“尚子did．”は英文，“尚子ノッタcar”は混合文，“尚
子”はその他である。
　はじめの半年の英文・日本文の割合は月ごとの差が
大きい。MLUが少なく，一語文の割合が多いというこ
ともあり，英語・日本語どちらの文が多いかは状況に
依存していたのだろう。約半年たって，英文の割合が
急に増加し，80％以上で落ちつくようになる。混合文
の割合は10％内外であまり変化がない。
　図1，図2をあわせて見ると，34ヶ月の頃日本語か
ら英語へと優位言語が変化し，同じ頃から発話の長さ
が急激に伸び始めていることがわかる。この発話の長
さの増大に貢献したのは，英語の新表現の習得である。
‘℃an　I．．．？”‘‘Shall　we．．．～”“What　do　they．．．～”な
どの疑問文を急に使い始めたり，“Iwama　go　see
train”“See　1　jumping”など複雑な表現が出現したり
している。
　4．2語彙の交替
　前項で示されたような英語の優位をもたらした言語
変化の一つに語彙の交替がある。最初に日本語の語彙
を習得したものの，あらたに英語の語彙を習得すると
ほぼ完全に英語にとってかわられるという現象がいく
つかの語彙に起こった。ワソワソからdoggieへとい
うような内容語の場合もあるが，代名詞のような機能
語において特に顕著であった。
　図3に，コレ（実際の発音は［koe］，またコッチも
あわせ集計した）からthisへの交替のありさまを示
す。約1ヶ月の間にコレとthisは完全に位置を交換し
てしまった。30ヶ月以降，コレの多少の揺り戻しはあ
るが，それも10％を越えることはなかった。同様の変
化が，疑問詞のナニとwhat，ドコとwhere，ドッチと
which，助詞のモとtooなどに続いて起こった。日本語
の人称代名詞は英語と違って習得が遅いため，英語の
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イソプットが始まる以前に習得されず，人称代名詞と
しては英語の1，my，　meなどをいきなり習得した。
5．体系は一つか二つか
　上で見てきた尚子の言語発達は，言語産出の面から
見た場合である。アウトプットとしては，英語が日本
語を上回って使われるようになったのである。しかし，
両親はずっと日本語で尚子に話し続けていた。それに
対して，尚子は日本語を理解しながらも英語で答えて
いたのである。実際，言語理解の面では，年齢相応の
発達を遂げていたと考えて良いと思われる。
　彼女は二つの言語を別々の体系として習得していた
のだろうか。それとも混合した体系としてだろうか。
W．F．　Leopold3｝はバイリソガルのこどもについて次
のように述べている。
　　Infants　exposed　to　two　languages　from　the
　beginning　do　not　learn　bilingually　at　first，
　but　weld　the　double　presentation　into　one
　unified　speech　system．
尚子は生まれてからずっと二言語にi接触しているわけ
ではない。しかし，英語に触れ始めたとき，まだ日本
語は片言を話し始めたばかりだった。片方の言語が体
系として学ばれる前に，第二言語を学び始めているの
である。そこで，Leopoldが言うように，当時尚子は
一つの体系として二言語を学んでいたと考えたい。そ
う考える理由は以下のとおりである。
　まず，どちらかの言語がある人物に対して使われる
というように相手による言語の使い分けが行われてい
ないということがある。両方のことばをどの人に対し
ても使っていたようなのである。下の例のように，同
じ意味の日英の表現を繰り返しで言うようなことが
あった。
　　母：シラナイノ？
　　　尚子：シラナイ。Idon’t　know［ai　non　nou］．
また，近所のアメリカ人の子どもが家に遊びにくるよ
　う誘ったのに対して，おかあさんのいる家にいたいと
いうことをその子に次のように言った。
　　　尚子：ショウコ　mornmy　house．ショウコ
　　　　ナカアサソhouse．
　　尚子がアメリカ人だけに囲まれている場合のデータ
がないのは残念だが，次のような対立する情報を得て
いる。保育園の先生によれば，尚子がときどきわから
ないことばを使う，それはたぶん日本語であろうとい
　う。一方，尚子がよく遊びに行くアメリカ人家族によ
れば，尚子のいうことは全部わかるという。おそらく
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実際は，尚子は知っている限りの二つの言語とゼス
チャーなどを使って，コミュニケーショソをはかって
いたのだろう。
　二つめに，尚子は二言語を区別することばを知らな
かったということがある。帰国まで「日本語」「英語」
English，　Japaneseなどを使うことはなかった。この
ことを印象づけるひとつのエピソードがある。
　3歳になるころ，筆者が絵本を英語で読んでやって
いると，「チッチャーイ　ヨンデ」と尚子が言った。日
本語で読んで，という意味だった。「チッチャーイ」は
日本語の「チイサイ（小さい）」である。この語が「日
本語」という意味で使われたのである。尚子は当時ど
ちらの言語で話されているかを聞いて全体的に判断す
ることはできたように思われるが，個別の語がどちら
に属するか区別することが必ずしもできなかった。よ
く近所のこどもたちに日本語で話して困惑させていた
のを見たことがある。「チッチャーrイ」はまさにそうい
う困ったことばの一つだったのであり，近所のこども
は聞いておもしろがってまねをしたりしたものであ
る。このような経験を通じて，尚子はこの語が近所の
人に使われないことばということを知り，自分のこと
ば「日本語」を表す語として使用したのであろう。な
お，このようなチッチャーイの使用は一時的なもので
定着せずに終わった。
　三つめは，それぞれの言語が異なる機能を表すため
に使われていたのではないかということである。30ヶ
月時における尚子の否定を表すことばを表2に示す。
日本語で，現在形の否定をあらわす「一ナイ」と非存
現在形
命令形
非存在
その他
表2　否定形式の分布（30ヶ月時）
日本語
シラナイ
イナイ
ミエナイ
ホン　ナイ．
英語
l　don’tknow．
lcaバt．
I　cando　it．
No　Nanne．
No　hot．
No　touch．
aYo　sleep．
No　（more）book．
lomore　s童eep．
Too　big．
Too　high．
Too　much。
在をあらわす「ナイ」をよく使っていた。英語では，
“Idon’t　know”や“I　can’t”などをひとかたまりのこ
とばとして覚え，使っていた。prefabricated　pattern
である。しかし，現在の否定形を示す英語形don’tや
can’tは生産的ではなかった。ただし，　no　wanne（ノー
ワソネと発音）はdon’t　want（to）の意味で，“No
wanne　sleep”，“No　wanne　juice”などと使われた。
noが動詞といっしょに使われて現在形の否定を意味
する例は29ヶ月に初出しているがそれほど生産的では
ない。むしろ形容詞の否定，否定命令形，非存在を示
すために使われた。例　“No　hgt．”“Noバッチ・（汚
くない）”“No　touch．”“No　book．”　日本語の形
容詞まで否定することができた。否定的な意味を表す
ために，英語のtooを使う表現もよく使われた。以上，
日本語の否定用法と英語の否定用法とで重なるのは，
非存在の用法にすぎない。それ以外の用法では，どち
らかの言語の形式を使わざるをえなかったのである。
この時点では，日本語と英語の体系が混じりあって，
一つの体系を構成していることが明らかである。
　それから2ヶ月ほどして，don’t，　no，さらにはno
wanneまでも現在形の否定をあらわすために使うよ
うになった。一方，一ナイの出現はさほどでもなくなっ
ている。ひとつの体系の中で，英語の否定の用法が日
本語の用法にとってかわっていく状況がこごでも見て
取れる。
6．言語習得とインプット
　尚子の言語において，このような優位言語の転換が
起きていった理由は，明らかに英語のインプットが日
本語のイソプットを上回ったためである。これを例証
するために，尚子より1ヶ月若く，ほぼ同時期にアメ
リカに滞在した女の子M児の資料と比較したい4｝。
　Mは11ヶ月のときに渡米し，調査時は30ヶ月であっ
た。尚子の調査と同様に，Mが母親と自宅で遊んでい
るところに出かけて，母親との対話を録音，文字化し
た。このとき，Mの母親との会話はほとんど日本語で
あった。例外はnoの使用といくつかの名詞が英語で
あることだった。一方，31ヶ月時の尚子は，日本語よ
りも英語の方をよくしゃべり，混合文も出現した。こ
の二人の言語の差は，図4に示すイソプットの違いに
よると考えられる。
　Mは渡米後5ヶ月ほどはベビーシヅターや週日に午
前のみ通った保育園で英語に触れたが，その後は英語
にi接する機会がぐんと減った。尚子は反対に，はじめ
の5ヶ月は英語に接する機会が少なく，その後保育園
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二言語同時習得の過程とイソプット
hours／day
　12
6
0
（1＞M
12 18 24 　30
months　old
hours／day
12
6
0
（2）　Shoko
12
：：；：：：Japanese：：：：：：：：：’°’
18 24 　30
months　old
図4　二人の少女における言語インプットの違い
に行くようになって9ヶ月間英語づけになっていた。
Mにはアメリカ人の友達はいなかったようだが，尚子
にはいた。Mの英語との接触はより幼いときにあり，
尚子の場合はそれより遅かった。尚子はちょうど言語
発達が飛躍的に伸びるときに英語との接触が始まった
わけである。認識・知識の量や記憶容量がふえ，より
長い文がいえるようになる，そういう時期にどの言語
のイソプットをどれだけ受けたかが重要なのである。
7．　ま　と　め
　アメリカで二言語を同時習得した幼児の資料をもと
に，その言語発達を概説し，習得の過程を明らかにし
た。英語の大量のイソプットをうけたために，当初優
勢だった日本語から英語へと優位言語が交替した。こ
どもの言語習得をうながすものはインプットであるこ
とが示された。
　　　　　　　　結　　　　び
本稿は1983年から1985年にかけてアメリカ合衆国ミ
ネソタ州ミネアポリスに一家で滞在したときの記録が
もとになっている。ミネソタ大学のElaine　Tarone
教授には，4学期，約1年余にわたる現地での資料収
集，まとめにあたって懇切なるご指導を受けた。帰国
後，1986年には「新潟県ことばの会」でこの資料を用
いて，お話しすることができた。今回ようやく一部で
はあるが，まとめる機会を得た。残る資料もあわせて
分析を続けて行きたい。
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